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〔論文〕

デイアナの休息と狩の獲物

－１７，１８世紀絵画におけるデイアナ主題の図像伝統一

安室可奈子
ノ

１．文学的典拠の明瞭な「デイ

アナの休息」
序論一研究の背景

本論考では、１８世紀前半のフランス絵画

において流行した「デイアナの休息」図像が、

その本源からどのように展開したかについて

述べる。論者は目下、フランソワ・ブーシェ

《デイアナの水浴》（1742年のサロン）［図

'6］についての個別作品研究を進めている。

本作品は、傍らに兎と野禽が細密に描きこま

れている点が特徴的であり、この狩りの獲物

の表現が、ブーシェの着想源についての傍証

となると考えられる。ロンドン大学ワールブ

ルク研究所写真資料室を中心にデイアナの図

像資料群を網羅的に調査すると、こうした作

例は'7世紀初めのフランドルで創案された

ものであることが明らかとなってきた。これ

らの図像群の中で基準作となると思われる画

家たちの作品を取り上げ、簡略ではあるが作

品分析を行い、小さなアンソロジーとして纏

めたい。

絵画表現においてデイアナが休息する情景

は､文学的典拠に明白に裏付けられたものと、

そうでないものの二つに大きく分類できる1．

前者は、１６世紀の作例に数多くみられ、そ

の後もデイアナ主題において頻繁に選択され

るようになる。ここでは、後世にすぐなから

ず影響を与えたと思われる代表的な作例を紹

介する。

「デイアナの休息」の図像は、当初、文学

的典拠がともなったものであった。オウィ

ディウス『変身物語』に登場するエピソード

中、「デイアナとカリスト」（第二巻）および

「デイアナとアクタイオン」（第三巻）がそ

れに該当し、そこでは女神がニンフたちと共

に沐浴する様子が語られている2．いずれも

舞台は閉ざされた森の中で、小川や泉などの

水辺がある場所となっている。

スコットランド国立美術館に所蔵されてい

るティツィアーノの2点の有名な対作品が、

それらの`情景を描いている3。《デイアナとカ

リスト》［図l］では､ユピテルの子を身籠っ

ノ
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たニンフのカリストを聖地から追い出すよう

指をさして命じるデイアナの様子が表現され

ている。また《デイアナとアクタイオン》［図

2］では、デイアナの水浴に期せずして遭遇

したアクタイオンとそれに驚き怒る女神たち

の様子が描かれている。いずれの場面も文学

上の記述によれば狩の後の沐浴という設定に

もかかわらず、両作品に狩の獲物は描きこま

れていない。カタログ・レゾネによれば、作

品は、１８世紀の間、パリのオルレアン公の

コレクションにあったことから、同時代のフ

ランス・アカデミーの画家たちが参照できた

可能性は高い４．

－方､フォンテーヌブロー派のフランソワ。

クルーエが描いた作品は、やはりデイアナと

ニンフたちが沐浴する情景である［図３]･

先行研究では、デイアナは寵姫ディアヌド・

ポワチエ、中景に描かれた馬に乗った騎士は

アンリニ世と推定されているが5、この画面

構成は「デイアナとアクタイオン」の主題を

下敷きにしていると考えられる。後景、右奥

には猟犬が牡鹿を噛み殺している様子が描か

れているからである。「デイアナの休息」の

主題として狩の獲物が描きこまれる初期の作

例であるが、目立たない後景に配置されてい

る点で、次章で述べる17世紀フランドル派

の作例群とは一線を画している。

次にイタリア17世紀における作例として、

ドメニキーノ（1581-1641）の絵画《狩をす

るデイアナ》（1616-17）［図4］を紹介して

おきたい6．画面中景の向かって左半分には、

デイアナと大勢のニンフたちが矢を射ようと

している。矢の先には射とめられて地上に落

下しつつある野禽が－羽描かれている。画面

前景には、水浴する数人のニンフたちが描き

こまれている。後景には、射とめた鹿を運ん

でくる2人のニンフたちもいる。一見すると、

ドメニキーノは狩の最中と、狩の後のふたつ

の情景を異時同図的にカンバスに表現したよ

うに見える。しかしながら、向かって右端の

茂みから女神たちの様子をのぞき見る2人の

男の姿を考慮すると、この作品にもやはり

「デイアナとアクタイオン」の物語が暗示さ

れていると見るのが正しいだろう。最初は狩

の途中で興奮しているだけのように見えた

デイアナとニンフたちにも、また画面中央で

獲物に襲いかかろうとしている2匹の猟犬に

も、アクタイオンの存在に気づいた際の驚き

や怒りの感情が込められていると考えられ

る。

このように「デイアナの休息」図像は、当

初、デイアナをめぐる二つのエピソードを絵

画化するための、場面設定として生まれたこ

とがわかる。１７世紀以降もこの二つの主題

のうちとりわけ「デイアナとアクタイオン」

は、イタリアやフランスで頻繁に描かれた7．

いずれの主題においても、特にティツィアー

ノの構図がお手本とされ、デイアナ、カリス

トアクタイオン、ニンフら人物像の身ぶり

によって、主題を明瞭に認識することができ

る。

Ⅱルーベンスとその周辺：１７

世紀フランドル絵画

前章で述べたように、アクタイオンとカリ

ストのエピソードに描き表されるデイアナの

休息の情景において何より重要であったの

は、純潔であるべき女神をめぐって、図らず

もそれを侮辱してしまった若き狩人とニンフ

２ 
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がそれぞれどのような顛末に陥ったかという

ドラマを教訓的に描き出すことであり、「デイ

アナの休息」あるいは「水浴」はいわばその

舞台背景としての役割しか担っていなかっ

た。よってこの場面が「狩りの後の休息」で

あることを暗示する獲物を必ずしも描きこむ

必然性もなかったわけである。

ところが17世紀に入り、ルーベンスとそ

の周辺のフランドル画家たちの作品に置い

て、このふたつの物語の中から女神とニンフ

たちが狩の後に休息している情景のみが取り

出され表現されるようになった。そしてそこ

では多種多様な狩の獲物がほとんどの作例に

おいて描きこまれることとなる。本章では、

そのような図像展開について簡略に述べたい

と思う。

実であるが、この作品においても静物モ

ティーフはスネイデルスによるものと指摘さ

れている8.

1753年にフランドルやオランダ、ドイツ

人画家の生涯と作品についての優れた著書を

刊行したデカンは、ルーベンスの《狩から帰

還するデイアナ》がオルレアン公のコレク

ションにあったと述べている9゜その文言が

真実であるとすれば、摂政時代にフランスの

アカデミー画家たちがこれを参照する機会も

当然考えられ、興味深い。

こうした物語性の希薄な｢デイアナの休息」

の主題は、当時、ルーベンスの周辺ですでに

流行していたらしい。ワールブルク研究所の

写真コレクションの調査では、「狩の後に休

息するデイアナ」「水浴するデイアナ」と分

類されたフォルダの中に、１７世紀初めのフ

ランドル画家たちによって描かれた多数の作

例が存在していることがわかった'o・この画

像資料の大部分が、ネーデルラント美術史研

究所によってウェブ上に公開されている画像

データベースにおいても、確認することがで

きる'1゜その中で最も顕著に目にするのが、

ヘンドリク・ファン・バーレンー世

（1574/75-1632）’2とヤン・ブリユーゲルー

世（1568-1625）’3の作例群である。二人の

共作とされている《サテュロスに驚かされる

デイアナとニンフたち》（1616年）［図６］

では、前景中央にデイアナと5人のニンフた

ちが、寄り添って休んでいる'4．天蓋の奥か

ら二人のサテュロスが顔を出しているが、い

ずれも影の部分として目立たない色調で描か

れており、あくまで明るい色彩が施された

デイアナとニンフたちの休息に焦点が当てら

れていることがわかる。特に注目したいのが

①ルーベンス、バーレン、ブリューゲル：

初期の作例群

１７世紀初頭より、こうした作例は数多く

確認されるようになる。その最も代表的な作

品が､ルーベンス(1577-1640)の描いた《デイ

アナの狩りからの帰還》と言えよう［図5]。

この作品は1617年頃に描かれ、現在はドレ

スデン国立絵画館に所蔵されている。画面の

右半分にデイアナが3人のニンフとともに描

かれている。デイアナは右腕には槍、左腕に

は少なくとも4羽の野禽を抱えている。向

かって一番右端のニンフの持つ槍の先には射

とめられた野兎が逆さ吊りにされている。狩

りの豊富な成果を祝うかのように、画面の左

半分にはサテュロスたちがたくさんの果物を

腕に女神たちの一行を出迎えている。ルーベ

ンスと動物や花や果物の専門画家たちとの共

同制作についてはすでによく知られている事

３ 
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らかである。しかしながら、ニンフに履物を

はかせてもらうデイアナ、木にかけた天蓋の

布を取ろうとするニンフ、髪を洗うニンフ、

矢筒を持つニンフといった表現は、その後の

「デイアナの休息」の数多くの図像に見られ

るもので、ルーベンスらの作例をお手本とす

るうちに次第にその部分だけが切り取られ、

「休息」の情景に取りいれられたと考えられ

る。

実際、先に挙げた図5のルーベンスの作品

やバーレンらの別の作例'5にも見られるよう

に、当初は狩の後の情景であっても、デイア

ナとニンフらは獲物を持って帰る様子で描か

れることもあり、必ずしも「休息」をしてい

るわけではない。こうしたことからも、デイ

アナとニンフたち、そして猟犬や狩の獲物と

いう共通のモティーフの組み合わせで表現さ

れた多数の類似した図像が、後世の画家たち

へと継承されていくうちに、次第に定番の

「デイアナの休息」の作品へと変化していっ

たと見るのが妥当であろう。

狩の獲物の表現で、最前景の女神たちの足も

とに野生の鹿や兎、野禽が複数描きこまれて

いる。それはデイアナらの表現と同様、非常

に目立つ所に配置されており、静物画の一部

分が切り取られて投入されたかのような印象

を受ける。

ルーベンス、バーレンおよびブリューゲル

は、これと類似した作例を小型の画面の中に

繰り返し描いている。単独の作もあるが、多

くの場合、バーレンとブリューゲルあるいは

ルーベンスとブリューゲルの組み合わせで共

同制作が行われている。一例として、パリの

狩猟と自然博物館に所蔵されている作品《サ

テュロスに驚かされるニンフたち》を挙げる

［図７]・三人は1613年、北部ネーデルラン

トへ旅行にも出かけており、互いに刺激し、

高め合う関係であったことがうかがわれる。

ところで、図6、図7に見られるように、

「デイアナの休息」が描かれ始めた初期の作

例では、デイアナとニンフたちはもっぱら

眠っている様子で表現されていたことがわか

る。ところが、後発のフランドルの作例群で

も、また18世紀フランスの作例群でも、「デイ

アナの休息」の女神たちはほとんどの場合、

目覚めて身体を起こした状態で描かれる。ど

のような変化が起こったのだろうか。

狩猟と自然博物館所蔵のルーベンスとブ

リューゲルによるもう一点の作品《狩をする

デイアナ》［図8］が、この疑問に幾分でも

答えてくれる。ここで見られるように、当初

は、目覚めた状態でのデイアナとニンフたち

が描かれる場合、「狩への出発の準備」つま

り狩をする前の場面として設定されていた。

描かれている動物はたくさんの猟犬たちだけ

で、狩の獲物はいないことからも、それが明

②フランドル絵画におけるその後の展開

ルーベンス以降、この図像を、より洗練さ

れた「デイアナの休息」の情景へと発展させ

た後代の画家としては、まずヨルダーンスを

挙げなければならない。現在ルーヴル美術館

に所蔵されている《デイアナの休息》［図9］

は、1645年頃に描かれたとされている油彩

画である。画布の中央に足を組みゆったりと

腰かけるデイアナがいる。女神は片方の手は

地面につき、もう片方の手で狩の獲物を指差

している。その周りには5人のニンフがおり、

うち3人はデイアナとほぼ同じ大きさで描か

れている。サテュロスたちが、果物で満たさ

４ 
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れた篭を差し出している。デイアナが指差す

方向に目をやると、射とめられた狐と兎が数

匹木の枝にかかっている。また画面向かって

右下には､やはり獲物の群像が描かれていて、

大きくお腹を出して横たわる鹿と積み重なる

ように置かれたたくさんの野禽がある。ヨル

ダーンスが、師のルーベンスとその周辺にい

た画家たちの作例に霊感を受けてこれを描い

たことは明らかであろう'6．

一方で、作品が205×255ｃｍと非常に大型

である点は、こうした作品の注文が公式なも

のか、あるいは上流の貴族からのものであっ

た可能性が高い。この作品の正確な注文主は

現在では不明であるが、少なくとも1830年

代まではブリュッセルにあり、その後、１９

世紀に入ってからフランスにもたらされたこ

とがわかっている。しかしながら、この作品

のひと回り小さなサイズのヴァリアントが、

同じパリのプティ・パレに所蔵されており、

後世の版画によればル・プランのコレクショ

ンにあったことがわかっている'7゜この図像

が、少なくとも17世紀の末までに王立アカ

デミーの実権者の手に渡っていたとするなら

ば、フランスの同時代の画家たちに与えた影

響のほどが推測できる。

もう一人、ヨルダーンスと同時期の重要な

作例として看過できないのが、ヤン・フェイ

ト（1611-1661）の絵画である。フエイトは、

スネイデルスに師事し、おもにアントワープ

で活躍した静物画家であったが、一方で、フ

ランスやイタリア、スペインなどヨーロッパ

の各都市を訪問した事実が知られている'8．

現在、ウィーン美術史美術館に所蔵されてい

る《デイアナとニンフたち》（1650年）［図

1o］には、腰かけるデイアナが狩の獲物を

満足げに手にしている様子が描かれており、

3人のニンフたちがつき従っている。専門の

静物画の技量を発揮して精綴に描きこまれた

６頭の猟犬と、鹿、兎、野禽などの狩の獲物

の表現は、ルーベンスとブリューゲルの2点

の共作を折衷的に取り入れている印象を受け

る。ヨルダーンス作同様、ここでは人物像は

ルーベンス作よりいっそうクローズアップさ

れている。女神の頭部に目立つようにつけら

れた三日月の髪飾りにも表れているように、

神話画としての側面が強調されているともい

える。初期のものと比べ、サイズが大型化し

ている点も､この時期の作品の共通点である。

ところで、フェイトの作品群には、目下確認

できるだけでも類例が4点あり19、ヨルダー

ンスの作例群とともに、狩猟画のモティーフ

をふんだんに描きこんだ「デイアナの休息」

が、公的にも私的にも注文主たちに人気で

あったことがわかる。

③17世紀フランス絵画における作例

以上のように、ルーベンスらを創始とする

「デイアナの休息」図像は、１７世紀フラン

ドルおよびオランダ絵画において活発な展開

を見せ、それらの作例群はまとまった系譜を

なしている。

一方、同時代のフランス・アカデミーの絵

画では、「デイアナの休息」の↓情景が描かれ

ることはあっても、その事情は少々異なって

いたようである。例えば1637年のヴーエの

作例［図11］では、横長の場面にデイアナ

と猟犬2匹が大きくクローズアップされて描

かれ、周囲にニンフの姿はなく、また狩の獲

物も描きこまれていない。テュイリエによれ

ば、ヴーエがこの作品を英国のチャールズー

５ 
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世のために制作した際、プリマティッチョの

同主題の絵画を参考にした可能性が高いとい

う20．プリマティッチョの作品は、ＬＤとい

う署名の版画家によって版刻されており、確

かに比較すると横たわるデイアナの身ぶりを

ヴーエが取りいれたことは間違いないだろ

う。ところが版画では、デイアナは自身の右

側に２匹の猟犬を連れ、左側には鹿や猪、詔

のような動物が生きた状態で描かれているの

に対し、ヴーエの作品ではそれらの動物が排

除されている。ヴーエがローマに留学してい

た1613年からの13年間は21、先述したように

ルーベンスらが「デイアナの休息」の主題を

頻繁に完成させていた時期とぴったり重なる

が、イタリアにいた画家はその流行をフラン

スへは紹介しなかったらしい22．

それではこうした17世紀フランドルの

「デイアナの休息」図像は、どのような経緯

で18世紀のフランス・アカデミーに導入さ

れたのであろうか。

ここで、注目したいひとりの画家がいる。

図12はヤコブ・ヴアン・ロ_（1614-1670）

が1654年に描いた《デイアナとニンフたち》

で、現在､デンマーク国立美術館(コペンハー

ゲン）に収蔵されている作品である。画面中

央にデイアナが立ち姿で配置されている。周

りには目視で確認したところ16人のニンフ

がいる。うち12人は、デイアナと同様、衣

服を身につけていないか、衣服をゆるやかに

羽織った状態で、全裸の女神と共に、沐浴の

途中であることを示唆している。画面向かっ

て左側から、残りの４人のニンフが、女神の

方へと歩みよっている。彼女たちは、まだ衣

服を身につけた状態である。また－番手前の

ニンフが射とめた兎を吊り下げた状態で手に

しており、後ろのニンフは猟犬を２匹連れて

いることから、４人は狩から戻ったところだ

ということがわかる。以上の記述からも明ら

かなように、このヤコブ・ヴァン・□－の作

例は、本章の①と②で述べてきたルーベンス

の「デイアナの休息」の図像系譜の延長線上

に成立したものである。無論、１７世紀後半

にもこうした図像はフランドルやオランダで

相変わらず人気であったので、フランドル人

の画家がこの主題を選ぶことは、まったく自

然な流れと言える。

しかしながら、フランス・アカデミー絵画

との接点に着目してみるとき、ヤコブ・ヴァ

ン・ロ_の少し特異な経歴は、非常に興味深

い23．画家は、ブリュージュに生まれ、父の

下で修業を積んだ。1642年にはアムステル

ダムに移り住んで、仕事をし、当地で家族も

もうけた。最初の約10年間は、ヨルダーン

スを中心としたフランドル派の影響が多分に

みとめられ、この《デイアナとニンフたち》

もその時期の作例として位置付けられる。

1650年代には、レンブラントやフェルデイ

ナンド・ボルら、同時代のオランダの巨匠ら

と並んで高く評価され、アムステルダムの最

も重要な画家のひとりとして位置付けられて

いた。ところが1660年､故殺罪の刑を科され、

画家はパリへ逃亡する24．事件の経緯につい

てここで明らかに述べる資料は得ていないが、

そのようなきっかけでヴァン・ロー一家はフ

ランスで新たな人生を始めることになるので

ある。その3年後に画家は、王立アカデミー

の肖像画の正会員として受け入れられた25．

ヤコブ自身はそれから7年後に亡くなるが、

彼の孫であるジヤン・バテイスト（1684-

1745）とカルル（1705-1765）は、１８世紀

６ 
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フランス・アカデミーの中心的存在として活

躍することとなる26゜

以上述べたことは情況証拠に過ぎず、１８

世紀フランス・アカデミーの画家たちへの直

接的影響をここで主張できるものではない27。

少なくとも、ヤコブの亡くなった数年後には

奇しくもロジェ・ド・ピルが「色彩論』を刊

行し28、フランス・アカデミーにおいてプッ

サン派とルーベンス派の大論争へと口火を

切ったことを考慮に入れると、このようなフ

ランドル人画家の存在が､ルーベンス風｢デイ

アナの休息」図像の伝播・流行するきっかけ

のひとつになった可能性は大いにあるのでは

ないだろうか。

1695年頃に描かれたとされ、現在はエピナ

ルのヴォージュ県立美術館に所蔵されてい

る。

岩壁に閉ざされた水辺を背景とし、６人の

ニンフに囲まれて、画面中央にデイアナが

ゆったりと腰かけている。左胸は露わになっ

ているものの、着衣のままであり、ニンフの

ひとりが女神のサンダルのひもをほどいてい

ることから、狩りの後、まさに今これから水

浴しようとする女神の様子が描かれているこ

とがわかる。

画家のカタログ・レゾネを著したガルニエ

によれば、国王秘書官で王室の宝石類を管理

する立場であったロンデがこの絵画を所有し

ていたことが、1733年12月１６日に開かれた

死後の財産売り建て目録からわかっている。

これが現存する中で最も遡りうる作品の記録

で、その後、1778年には作品は現在のヴオー

ジュ県に含まれるサルム公国の大公らのコレ

クションの一部をなし、1793年、公国がフ

ランスに併合されたのを契機に没収され、

1827-29年にエピナル美術館に入った29．

ガルニエはこの作品の模写が確認できるだ

けでも8点存在することから、この作品に

よってコワペルは大成功を収めたと指摘して

いる。実際に、複数の優美な身振りのニンフ

に囲まれて休息するデイアナという構図は、

後述するド・トロワの作例にも見られるよう

に、このコワペル作品が流行の発信源と言え

るだろう。デュシャンジュらによって版刻さ

れた複製版画もこの普及に一役買ったことは

想像に難くない30．

作品の制作年代については、最初ガルニエ

は明確な裏付けを示さず1695年頃としたが、

『神々の恋物語』展図録における解説では、

Ⅲ、１８世紀フランス･アカデミー

絵画における流行

前章で述べたように、狩猟物のモティーフ

を描きこんだ「デイアナの休息」図像は、

17世紀初めごろにルーベンスらの周辺で創

案され、その様式を受け継ぐフランドル、オ

ランダの画家たちの間で次第に洗練されなが

ら発展した。フランスには、その流行がほぼ

一世紀遅れて到達する。本章では、１８世紀

前半のアカデミー画家たちの作品を取り上げ

ながら、ブーシェ作品に至るまでのロココ様

式の絵画における展開を辿ってみたい。

①アントワーヌ・コワペル《デイアナの

水浴》1695年頃［図13］

正確には「18世紀」に成立した作品では

ないのだが、フランスにおけるこうした系譜

の先頭に立つのが、アントワーヌ・コワペル

（1661-1722）の絵画と言える。作品は

７ 
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コワペルが1688年から1695年ごろの時期に

小さなサイズの神話画を主に描いていたこ

と、1693年に制作された《バッカスとアリ

アドネ》のアリアドネの身ぶりとデイアナの

それが類似していることなどの理由から、

1695年よりは遡る可能性があると主張して

いる31。

すでに広く認識されているように、コワペ

ルはプッサンを模範とするフランス・アカデ

ミーの伝統を方向転換させ、ルーベンスの魅

力を18世紀に活躍する画家たちに伝えた一

人であった。この作品においても、たとえば

画面右側のニンフの持つ篭に盛られた果物な

どは、前章であげたルーベンスらの絵画［図

5］などからの明らかな転用がみとめられる。

また画面右下には、狩の獲物である野兎とそ

のにおいをかぐ猟犬が描きこまれ、ここでも

この’盾景が「狩の後」であることを暗示して

いる。デイアナ主題に狩猟の獲物や果物類な

ど静物画のモティーフを組み合わせるという

17世紀フランドル派の創意は、本作品によっ

て18世紀のフランス・アカデミー絵画に導

入されたと言えよう。

いる32．

鯵蒼とした森を背にして、画面向かってや

や左寄り、水辺の少し盛り上がったところに

デイアナが腰かけている。その周りを5人の

ニンフが取り囲んでいる。全体の構図はコワ

ペルとほぼ変わらない。また、右腕で肩ひじ

をつく身ぶりは明らかにコワペルのデイアナ

のそれと共通している。ルイ・ド・ブーロー

ニュは、コワペルやラ・フォッスと共に

1699年にはマルリー城の、1700年にはムー

ドン城のサロン装飾に携わっており、制作に

際してコワペルの作品を参考にしたことはほ

ぼ間違いないだろう33.

-方で、本作品でデイアナが水浴にもかか

わらず、一糸乱れぬ着衣のままで表現されて

いる点はコワペル作とは大きく異なってい

る。聖母マリアを思い起こさせるブルーの衣

服によって、貞潔な女神としてのデイアナの

特性が強調されている。人物表現やデイアナ

を中心とした古典的な三角形の群像構成、原

色の多用など、プッサンを規範とする17世紀

フランス・アカデミーの伝統を多分に継承し

ていると言える。1991年の『神々の愛」展

図録では本作品について、画家が王立アカデ

ミーの給費生としてローマに留学していた1675

から1679年の間に、ドメニキーノの作品を

参照する機会があり得たことから、本作品へ

の視覚的影響は明らかであるとしている34。

しかしこの先行研究はまた、画面左下に横

たわる二人のニンフの官能的な表現は、ルー

ベンスを始めとしたフランドル絵画から霊感

を受けたとも述べている。この点で注目した

いのは、デイアナの足元に横たわっている射

とめられた鹿である。地面とほぼ同化するよ

うなやや遠慮がちな色遣いではあるが、ここ

②ルイ.Ｆ・ブーローニュ《デイアナの

休息》1707年［図14］

１８世紀前半期における同主題の代表的な

作例とも言えるのが、ルイド･ブーローニュ

（1654-1733）がランブイエ城の扉上部装飾

のために描いた絵画である。1706年ごろに

トゥールーズ伯爵から注文を受け制作され

た。少なくとも1783年ごろまではその城に

所蔵されていたことが来歴から分かってい

る。その後の革命期の混乱でロワール地方に

移され、現在、トゥール美術館に所蔵されて

８ 



デイアナの休息と狩の獲物-17,18世紀絵画におけるデイアナ主題の図像伝統一

でもフランドル的な狩猟モティーフが取り入

られていることがわかる。エスキースでは当

初、ここに矢筒が２つ十字になるように重ね

て描かれていた35．完成作でこれが獲物に変

更されたその経緯は不明であるが、おそらく

コワペル作品を通じて、当時の流行を敏感に

捉えた結果と想像できる。また、この狩りの

獲物が、コワペルのそれとは異なり、アクタ

イオンのエピソードを連想させる「鹿」を選

択したというのは、画家なりの着想なのかも

しれない。

ところで本作品は対画として制作された｡

もう,点は《猪狩りをするデイアナと女従者

たち》で､ここでは《休息》とはうってかわっ

て、猪を果敢に射とめようとするデイアナの

活発な様子が描かれている。これは前述した

シャルル．ル．プランの作品《メレアグロス

とアタランテの狩り》に全体の構図や女神の

身振りなどいくつもの共通点がみとめられる。

このようにルイ・ド・ブーローニュは、モ

ニュメンタルな画面構成や人物表現、色彩な

どについては古典的な技法を踏襲しつつ

《デイアナの休息》を完成させた｡また画家

は、この主題を何度も繰り返して描いている

ことが指摘されている36。とりわけ1704年の

サロンに出品した《狩りの後に休息するデイ

アナ》は、作品が確認できていないものの、

本作品の構想のもとになった可能性が強い37゜

この事実は同時に、アカデミーの公の場にお

いて「デイアナの休息」という主題が受容さ

れたということも意味している。

1752）は､1727年のコンクールにこの《デイ

アナの休息》を出品して、首位を獲得した。

作品は王の買い上げとなり、王室コレクショ

ンに入る。1762年にリユクサンブール宮殿、

次にヴェルサイユ宮殿へと移され、ナポレオ

ンがオーストリアと交わした「リュネビルの

和約」の舞台となるリュネビル城に1800年、

展示された｡その後､国家より現在のナンシー

国立美術館に寄贈され現在に至る38゜

この作例は、コワペル、ブーローニュらの

図像伝統が、ロココ様式においてより華やか

に展開した一例といえる。画面はブーロー

ニュのそれよりもひとまわり大きくなり、画

面中央にデイアナが配置されている。周りを

取り囲むニンフは9人に増えている。デイア

ナの露わにした両乳房の表現、女神のサンダ

ルのひもをほどくニンフや、女神の左手を支

えるように仕えるニンフには、コワペル作品

の影響がみとめられる。また中景右側の3人

のニンフが運ぶ獲物の鹿や、前景右側の猟犬

の表現ではブーローニュ作品からヒントを得

ていることは明らかである。またそれはもち

ろん､コワペルやブーローニュを介して､ルー

ベンス風の創意が取りいれられたということ

でもある。

コンクールで一等をとった作品ではあった

が、当時の批評家や愛好家たちからの評価は

良くないか、あるいはほとんど話題にされな

かったらしい39。しかしデザリエ．ド．ダル

ジヤンヴィルが作品を「月並み」であり、｢構

図が陳腐である」と酷評したことは別の意味

で興味深い40゜この批評家の文言は、当時の

アカデミー絵画において、デイアナとそれを

取り囲むニンフたちの構図が平凡と受け止め

られるほど、すでに普及していたと言えるか

③ジャンーフランソワ．Ｆ・トロワ

《デイアナの休息》1726年［図15］

ジヤンーフランソワ・ド・トロワ（1679-

９ 
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デポルトのようにフランドル人の画家に師事

していた画家が、王立アカデミーに「動物画

家」として受け入れられるというような、時

代の変化がすでに生まれていたからである43．

序論でも述べたように､ここで行った｢デイ

アナの休息」図像の系譜をまとめる作業は、

1742年にブーシエが描いた《デイアナの水

浴》［図'6］成立の背景を、視覚的に分析す

るための基礎調査である｡本論の結果を受け、

ブーシェの作品が、ここで紹介したルーベン

ス風「デイアナの休息」図像のフランスにお

ける流行を敏感に取り入れて成立したもので

あることは間違いないという確信がより強

まった。デイアナとニンフと狩の獲物の3つ

の共通モティーフからも、そのことは明らか

である。

それにも関らず、先行の作例群を概観する

とき､ブーシェの作品に見られるように､デイ

アナにつき従うニンフがたった－人しか描か

れていないという例は、これまでの調査の限

りでは見られない。これは流行の図像から

ブーシェが発案した創意といえる。閉ざされ

た森の中という設定にいっそうの「親密性」

をもたらすこの隠し味に、画家はどんな意味

を込めたのであろうか。また、それまでの作

例と比べて、狩の獲物がとりわけ細密に目

立つように描かれているのにはどんな理由が

あるのだろうか。詳細な分析は現在準備中の

同作品の個別論文に譲りたいと思う。

らである。

ド゛トロワ自身、本作に先んじた1722-24

年、小型の画布に《デイアナの水浴と女従者

たち》を描いている（ゲッティ美術館蔵）４１。

また、後の1734年には《デイアナとアクタ

イオン》を描いた42。そこでは、すでに鹿に

姿を変えたアクタイオンの登場に驚くデイア

ナと12人のニンフたちの様子が描かれてお

り、文学的典拠は明確に再現されているが、

画面構成については1726年の《デイアナの

休息》がほぼ下敷きにされている。こうした

事実からも、1730年代ごろまでには《デイ

アナの休息》はフランス・アカデミーにおい

て非常にポピュラーな主題となっていたと推

察される。

結論一ブーシェ《デイアナの水

浴>》再考に向けて

以上、本論考では、１７世紀から18世紀に

かけての「デイアナの休息」の図像展開につ

いて､その大きな流れを総括した。フランス・

ロココ絵画における「デイアナの休息」主題

は、ルーベンスとその周辺の画家たちの絵画

を本源とし、フランドル、オランダを経由し

てフランスにもたらされた図像伝統の流れを

継承したものであった。またその図像がフラ

ンスへ到達するひとつのきっかけとしては、

17世紀後半から18世紀にかけて、フランス

とフランドル、オランダを行き来した画家た

ちの存在が重要となるであろう。ここでは、

その一例としてヤコブ・ヴァン・ロ_を挙げ

たが、無論、それはデイアナ図像に関わる一

例に過ぎない。例えば狩の獲物を静物画、動

物画というジャンルに広げて考えてみれば、

ｌデイアナ図像に関する基礎情報は、以下の諸文

献を参照：ＬＡＣＯＭＢＥＤＥＰＲＥＺＥＬ(Ｈ､),Ｄｊｂｔﾉﾛﾉﾌﾛair石

に。Iﾌ。/Ｏｇｂｕｅ…，Ｉ，Paris，Hardouin，１７７９（Ｒｅｐ：

Geneve，Minkoff，１９７２)，ｐｐｌ３－１６/１８３－１８６； 

ＬＡＲｏＵＳＳＥ(Ｐ.)，Ｇ'ｚｍｄｄｊｂｔ/Dnnai7℃ZmivB応e/ｄｕ

ＸＺＸｅｓｊｅｃ/e,ＶＬＰａｒｉｓ，Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎｄｕｇｒａｎｄ 
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Ｊ亡imjscheJ。｣M、力。/ｂｇ７ｅ，Ｉ，Leipzig，ＢＧ、Teubner，

1884-1886(Repr：Hildesheim,ＧＯｌｍｓ,1993),pp558-
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Ｌｅｘ/bonJconogfzrpﾉｩ"ＺＩｍｍｙｔﾉｳ。/ｏｇｍｅｃ/ass/cae

(ZLMD，Ⅱ,ZUrich,Artemis,1981,1：ｐｐ､618-855/２ 

：ｐｐ､442-628；ＲＥＩＤ(ＪＤ.)，ＴｈｅＯＪｍｏｍ/Guib/ｅｍ 

Ｃ/assjCa/jVytho/ＯｇｙｍｔｂｅＡﾉ9ZS，Z300-Z990S，Ｉ， 

ＮｅｗＹｏｒｋ＆Oxford,OxfordUniversityPress，１９９３， 

ｐｐ､２１５－２３３． 

２０ＶＩＤＥ，ＭＥｎ４ＭｏＲ涙ＨＯＳＥＳＬｉｖ.Ⅱ：452-468

Ｌｉｖ・IⅡ：１５７－１８５．

３ＷＥＴＨＥＹ(Ｈ､Ｅ､)，７１hepaintingsof万Ｚｍｎ，１１１，

London,1975,ｐｐ､71-84/138-142;GOULD(C､)，oTitian''’ 

7力ｅ、/ｂｔ/、a”ofA汀(以下ｎＡ.と略記),XXX1,Ｎ.Ｙ､，

Grove，１９９６，ｐｐ､31-45；ＰＥＤＲＯＣＣＯ(Ｆ)，万"e刀，

Milan,Ｌ､Levi，２０００，ｐｐ､２５６－２５８． 

４当初、２点の絵画はスペイン王フエリペ２世のた

めに描かれた。しかしその後、1704年にフランス大

使グラモン公に贈られ、ほどなくしてオルレアン公

のコレクションとなり1706年から92年までは、パリ

のパレ・ロワイヤルにあったことが確認されている。

フランス革命の勃発により作品は売られ、ロンドン

のブリッジウォーター公の所有となった。1946年よ

り現在の美術館に所蔵されている（WETHEYJbmI

III,1975,ppl38-142)。

５ＫＮＡＢ(Ｅ､)，‘，FranCoisClouet，，，、.Ａ､,Ｖ１１，１９９６，

pp､464-466；JOLLET（E､），､ﾉｉａａｎ＆ＥｎａｎＣｏｉｓＣ/bZJet， 

Paris，Ｌａｇｕｎｅ,１９９７，ｐｐ､２５９－２７５． 

６ｓPEAR(R､E､),Domenjとhmo，NewHaven，Yale

UniversityPress，1982,ppl92-194；ＣＲＯＰＰＥＲ(Ｅ､)， 

‘，Domenichino，，，ＤＬＡ.,IＸ，１９９６，ｐｐ､８８－９３． 

７１７～18世紀の｢デイアナとアクタイオン｣の図像に

ついては、以下の論文を参照：LEVINE(S・Z.)，‘，Ｖｏｉｒ

ｏｕｎｅｐａｓｖｏｉｒ：ＬｅｍｙｔｈｅｄｅＤｉａｎｅｅｔＡｃｔｅｏｎａｕ 

ＸＶＩＩＩｅsiecle，，，ＰＡＲＩＳ，Ｃａｔ､ｅｘ；Ｌｅｓａｍｏｍｓｄｅｓ 

ｄ/巴ｚＪｘＪ七Ｐｅｍｒｍ巴mythoノロg/ｍＪｅｄｅ『Warにａｕａ

Ｄａｌﾉﾌﾞb/，ｐａｒＣｏｌｌｉｎＢ・Bailey，Ｒ､Ｍ､Ｎ､，１９９１，ｐｐ､７３－９５．

８ＫＮＡＢ(Ｅ､)，‘､Ｒｕｂｅｎｓ，Pierre-Paul，'，、.」.,ＶＩＬ

1996,ｐｐ,464-466；ＮＡＤＥＩＪＥ(Ｌ､－，.),RUbel7SParis， 

Hazan，２００３，ｐ１４１． 

９ＤＥＳＣＡＭＰＳ(』.Ｂ､),Ｌａｖ７ｅｄ巳spemtr石SlZamandS

a〃ＧｍａｎｄｓｅｒｈｏｌＺａｎｄＤ由…，Ｉ，Paris，Ｃ・-Ａ・Jombert，

1753,ｐ､３１４（Ｒｅｐ:Geneve,Minkoffl973)． 

１０ふたつのフォルダはDianarestingafterthechase，

およびDianaBathing(withorwithoutNymphs）

１１ネーデルラント美術史研究所（Rijksbureauvoor

KunsthistorischeDocumentatie）ＵＲＬ：http:〃

website・rkdnl／

１２ヘンドリック・ファン・バーレンは、生涯をアン

トワープで活動した画家である。1592年頃にはすで

にアントワープの聖ルカ組合で親方として登録され、

1602年頃には組合で「教師として」名前が度々登場

する。1595年と1600年頃に、イタリア旅行でローマ

とヴェネツィアを訪ねたとされている。没するまで

の約30年間､工房は繁栄し、ヴアン・ダイクを含むた

くさんの弟子を育てたと伝えられている(DESCAMPS，

。p､cだ.，１，１７５３，ｐｐ２３７－２３９；ＷＵＲＺＢＡＣＨ，Ａ・ｖｏｎ，

/Vni巴derZ凸、(](ischesKZinsf/ど｢－LeAXkonl，Amsterdam，

Ｂ､Ｍ，Israel，１９６８，ｐｐ４８－４９；ＤＥＬＦ，Ｃ・ｖａｎ，。Balen，

Hendlikvan,f，,、A､,、,ＮＹ.,Grove,1996,pp､107-108)。

13DESCAMPS,qPcfI,1753,pp376-381;WURZBACH, 

/６ｍ'.，１，１９６８，ｐｐ､２０２－２０３；ＧＬＥＮＮ(ＣＷ.)，‘，Ｊａｎ 

Ｂｒｅｕｇｈｅｌｌ，，，ＤＬＡ.,Ｖ１，１９９６，ｐｐ､９１３－９１５． 

１４作品は、2008年９月１９日、チューリッヒのケラー

画廊における売り立てに出品された。現時点での所

蔵地は未確認。

１５ニューヨークのクレス・コレクション所蔵のバー

レンとブリューゲル共作の絵画にも同様の表現が見

られる。

１６ＤＥＳＣＡＭＰＳ，ｑＰｃ":，１１，１７５３，ｐｐ､1-7;ＷＵＲＺＢＡＣＨ， 

Qpcjr,1,1968,ｐｐ､765-772;Ｄ，ＨＵＬＳＴ(Ｒ-Ａ.),､ﾉacob 

,ﾉbmIaej｡Ｓｔｒａｎｓ、ｂｙＦＡＬＬＡ，ＰＳ.，London，Sotherby

Publications，１９８２，ｐ､２１６． 

１７プテイ・パレの記録では、この作品は1640-1650

年に描かれたとされている、１２３×1.159ｃｍの油彩

画である。同美術館には1902年より収蔵されている。

一方、ホルシュタインの版画コレクションには、ジャ

ン・ダンブランという版画家が復刻した同作品の版

画が掲載されており、その銘文に「ル・プラン氏の

コレクションより引用」との文言が記されている．

１８フェイトは、1629-30年にはアントワープの聖ル

カ組合に親方として登録されているが、スネイデル

スの下で1631年まで働いた。1633-34年にはパリに

滞在。イタリアやスペインなどでも制作を行い、

1１ 
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1641年フランドルに帰国。その後、没するまでの約

20年間は主にアントワープで活躍したことがわかっ

ている（DESCAMPS，qpc仏11,1753,ｐｐ,362-363；

BALIS,Ａ､，‘，Fyt,Jan?,,ｎＡ.,Ｘ1,1996,ｐｐ､871-872)． 

１９例えば、ネーデルラント美術研究所画像DBの情

報からは、エルトン・ホール（英・ピーターバラ）

所蔵、美術画廊P､ｄｅＢｏｅｒ（アムステルダム）所蔵、

2008年５月のサザビー売り立てへの出品作品など少

なくとも3点の油彩画が確認できる。

２０ＰＡＲＩＳ，Cat・ｅｘｐ．；「/ｂｕｅムｃａｔｐａｒＴＨＵＩＬＬＩＥＲ，

J､,GaleriesnationalesduGrandPalais，１９９０－１９９１， 

ｐ286.作品はもともとは横長の楕円型だったものを、

後に長方形に変えられたという。

２１ヴーエはヴエネツイアなどを経て、1613年末より

ローマに滞在した。フランスには1627年に帰国して

いる。画家の年譜については、BREJON(B､)，”Vouet，

Simon，，,ＤＬＡ.,XXXII,1996,pp715-719を参照．

２２ドルウーオの1982年５月３日の売り立て目録では、

ヴーエ作とされる別の油彩画《デイアナの休息》（192

×148ｃｍ）が出品されている。ここではデイアナは

ニンフ2人と猟犬2匹をともなっているが、狩の獲物

はやはり描きこまれていない。

２３ＷＵＲＺＢＡＣＨ,qpLc/r,Ⅱ,1968,pp64-65;KLINGSOHR 

-IEROY(C)，･JacObvanLoor，,ＬＩＡ,]mU996,pp644-645. 

24「故殺」とは、広辞苑によれば、過失ではなく、

－時の激情によって生じた殺意で人を危めることを

意味する。

２５デザリエ・ダルジヤンヴイルは画家について「優

れた肖像画家であり、アムステルダムにしばらくの

間滞在し、そこで結婚をした。彼にはルイという名

の息子がおり、早い時期からパリに来て学び、次い

でまもなく父もそこに合流した。ヤコブは帰化し

1663年に絵画アカデミーへの入会を許された」と述

べている（DEZALLIERD，ARGENVILLEA.-J.，

Ａ６１℃9℃ｄｅと”ｅｄｅｓｐ/ｕｓ広ｍｅｚｍｒｐｅｉｎｔノョes，１Ｖ，

Paris,１７６２［Rep.：Geneve,Minkoff,1972]，ｐ385） 

２６ＷＥＳＴ(S､)，‘'Jean-BaptistevanLoo”Ｑｐｃ".,ＸＩＸ， 

Ｎ､Ｙ､，Grove，１９９６，ｐ､645.；ＷＩＮＴＥＲS(Ｌ､Ｇ､)，ｏＣａｒｌｅ 

ｖａｎＬｏｏ,，qpLcjr.,ＸＩＸ,Ｎ､Ｙ､,Grove，１９９６，ｐｐ,645-647. 

27実際にポズナーは、ヴアン･ロ_のもう一点の

《デイアナの休息》がブーシェ作品の成立に影響を

与えた可能,性を指摘している（POSNER,、．‘，Ｔｈｅ

ＳｏｕｒｃｅａｎｄＳｅｎｃｅｏｆＢｏｕｃｈｅｒ‘ｓＤｊａｎａｉｎｔｈｅ 

Ｌｏｕｖｒｅ'，，ＳＯＵＲＣＥﾔﾉVbZasin坊ｅＨｉｓｍＩ:J′ｏｆＡ”,vol、

ＶＩＩＩＮｏ､１，Ｆall，１９８８，pp23-27） 

２８PILＥＳ(Ｒ・ｄｅ），ﾛﾉﾖﾉOgues虹ノｅｃｏ/○ｍｇ，Paris，

NLanglois'１６７３（Ｒｅｐ:Geneve,Minkoff,１９７３)． 

２９ＧＡＲＮＩＥＲ(Ｎ､)，AnZDineCoypeノロ６６１－１ア22ﾉ，

Paris,Arthena，１９８９，ｐ１３２． 

３０Ｊb/b/,ppl32-133なおコワペルと同時期に、シヤ

ルル・ド・ラ・フォッスもこの主題を描いたことが

わかっており、ガルニエは同様の影響を指摘してい

るが、こちらは模作が1点現存するのみである。

３１ＰＡＲＩＳ，Ｑｐｃｍ，１９９１，ｐ､５６． 

３２以上の来歴については、ＬＥＬＥＹＺＯＵＲ(P.）etc.，

ｊＶｕｓｅｅｄｅｓｂｅａａｘ－ａｒｔｓｄｅＴｏｕｒｓＪｇｚＪｉｄｅｄｅｓ 

ｃｏＺ/巴ct/DnsbParis,Ｒ・Ｍ・Ｎ､2008,ｐ､50を参照。

３３ＣＡＲＴＥＲ(Ｒ､)，‘'LouisdeBoullogne，，，、.Ａ・’１Ｖ，

１９９６，ｐ､５３７． 

３４PARIS,。p､cだ.，1991,ｐｐ,62-63．ここではまた、

ミニヤールが1680-81年サンークルーの王の住居に

あるデイアナの間に描いた絵画《デイアナの狩り》

と《デイアナの休息》をルイ・ド・ブーローニュが

参考にしたと述べられているが、現時点では作品の

確認ができていない。

35ＩｂｊｔＬｐ､62. 

36ＪｂｍＬ，ｐ､６３． 

３７ＬＪＳ７１ＥＤＥＳＺ４ＥＬＥ２４ＤＸＥＴＤＥＳＯＵＶﾛﾉﾋﾟＡＧＥＳ 

ＤＥＳＣＤＺＰＴＤ]ＢＥＥＸＰＯＳＥＺＤＡ/ＶＳＬＡＧｊＢＡ八ZＤＦ

Ｃａ〃eIB/ＢｄｕＬｏａｗ石，ＥａｒＭａａｓ/巴、Ｆ/ｅｓＰ巴intr石Ｓｄｅ

ＳｃｍＩｐＺａ"Ｆｄｃ／'Ａ“dごｍｊＢＲＱｙｍｅ，ｅロノＺ２ｐＩ巴sem石

ａＪｍｅｅＺ勿裂Paris,エーＢ・Coignard，１７０４，ｐ,１７．

３８ＰＡＲＩＳ,Ｏｐｃｍ，１９９１，ｐ､１３２． 

３９Ｊ､ﾉﾘL，ｐ､１３２． 

４０「ド・トロワは1727年のコンクールへの制作に、

デイアナの水浴の主題を選んだ。それはいささかぎ

こちない色調で描かれ、構図は非常に月並みなもの

であった」（DEZALLIERD,ARGENVILLE（Ａ､-J.)，

ＡＤＩ石9石ｄどＬａﾚﾌﾟ巴ｄＢｓＰ/ZJs垣ｍｅ[ｚｘｐｅｍｔｒａＳｌｌ，Paris，

1762［Rep.：Geneve,Minkoffl972］，ｐ､367.） 

４１ＰＡＲＩＳ，Ｑｐｃ/Z:，１９９１，ｐ､１１４－１２１． 

４２PARIS,Qpcな，1991,ｐ､138-145；LERIBAULT(C､)，

.ﾉGan-FY苫ｍｃｏｊｓｄｅゴmyfI67g-Z75Zﾉ,Paris,Arthena，

２００２，ｐｐ､３３６－３３７． 

４３デポルトは修業時代､NicasiusBernaerts(1620-78）

というフランドル人の画家に師事していた。この画

家はスネイデルスの下で修練を積み、ゴブランでど

うぶつがｶﾐとして大きな成功を収めた人物である。

その後デポルトは1699年にアカデミーの会員となる

(ＤＥＺＡＬＬＩＥＲＤ，ＡＲＧＥＮＶＩＬＬＥ，。p・aZZ，１Ｖ，Paris，

1762,pp332-338)． 
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テイツイアーノ《デイアナとカリスト》
1556-59年油彩、画布187×205ｃｍエジ

ンバラスコットランド国立美術館

図１ テイツイアーノ《デイアナとアクタイオン》
1556-59年油彩、画布188×206ｃｍエジ

ンバラスコットランド国立美術館

図２

Ｆ、クルーエ《デイアナの水浴》
1550年代油彩、板133×192ｃｍ

ン美術館

図３ ドメニキーノ《狩をするデイアナ》
1616-17年油彩、画布225×320ｃｍ

マ、ボルゲーゼ美術館

図４

ルーア ロ_

1３ 
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ルーベンス《デイアナの狩からの帰還》
1616年頃油彩、画布136×184ｃｍ

スデン国立絵画館

図５ 図６ ヘンドリク・ファン・バーレンー世とヤン・

ブリューゲルー世《サテュロスに驚かされる
デイアナとニンフたち》1616年油彩、画布
２７x39cｍ（2008年９月１９日､ケラー（チュー
リッヒ）の売り立てに出品）

ドレ

図アルーベンスとヤン･ブリューゲルー世《サテュ

ロスに驚かされるデイアナとニンフたち》
1623-24年油彩、板６１x98cｍパリ、狩

猟と自然博物館

図８ ルーベンスとヤン・ブリューゲルー世《狩に

出かけるデイアナとニンフたち》1623-24年
油彩、板５７x98cｍパリ、狩猟と自然博物館

1４ 
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図ｇヨルダーンス《デイアナの休息》1645年頃
油彩、画布２０３×254ｃｍパリ、ルーヴル

美術館

図１０フェイト《デイアナとニンフたち》1650年
油彩､板207x291ｃｍウィーン美術史美術館

図1１ ヴーエ《休息するデイアナ》1637年
油彩、画布102×141cｍロンドン、ハン

プトン・コート王室コレクション

図１２ヤコブ･ヴアンロー《デイアナとニンフたち》
1654年油彩、画布９９×135ｃｍコペン

ハーゲン国立美術館

1５ 
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図１３Ａ.コワペル《デイアナの水浴》1695年頃
油彩、画布９０×122ｃｍエビナルヴオー

ジュ県立美術館

図１４ルイ・ド・ブーローニュ《デイアナの休息》

１７０７年油彩、画布105×163ｃｍトウー

ル美術館

図１６ブーシエ《デイアナの水浴》1742年

油彩画布５７×73ｃｍパリルーヴル美術館

図１５Ｊ.-F、ド・トロワ《デイアナの休息》1726年

油彩、画布130×196ｃｍナンシー美術館

1６ 


